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「家計内生産」の考え方を部分均衡分析から一般均衡分析にと拡張することで、経済

学が賃金を与件として労働時間が決定される「新古典派経済学」のアプローチから賃

金と労働時間の決定を同時に扱える理論へと変化できることになる。このことで、経済

学を①所得格差、②ワーク・ライフ・バランス③少子化の問題等の問題を捉える（実証

する）分析道具からそれらの問題が生じるメカニズムを可視化することに応用できる分

析的アプローチに変えられることを意味する。

応用分野  Application areas

一般均衡アプローチは、企業や家計レベルを対象とした分析ではなく経済全体のレ

ベルを想定した分析アプローチとなる。このことから、本研究は、経済全体を対象とし

た政策提言のあり方の検討などの分野で有効な知見を提供できる可能性を持つ。

共同研究等へのニーズ  Need for joint research

家計内生産を内包する一般均衡理論の構築

キーワード 家計内生産、一般均衡分析、産業構造

研究テーマ  Research theme 
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